
　創業から100年以上の歴史を持つ「株式会社 西
にし

金
きん

」では、
市内小学３年生社会科の工場見学を、20年近く受け入れてく
ださっています。子どもたちは地域の産業に携わる人の姿を
実際に目にすることで、自分たちの生活を支えている人の工
夫や思いを学んでいます。

　見学に来るまで佃煮を食べた
ことがないという子どもた

ちが、お土産で渡した
佃煮を「家族と食べ
ておいしかった。」
「はじめて食べて
おいしかった。」
と言ってくれる
と嬉しいです。
子どもたちには
浦安の歴史に興
味を持ってほし
い。そして、勉
強して、生まれ

育った町としての浦
安のことを話してくれ
たらと思います。その

中に佃煮が出てき
てくれればい
いなと思い

ます。

インタビューインタビュー

子どもたちに子どもたちに
浦安の歴史を知ってほしい浦安の歴史を知ってほしい

大塚康生大塚康生さん、さん、博行博行さん、さん、邦宏邦宏さんさん 楽しかったという楽しかったという
体験が環境への種まき体験が環境への種まき

浦安市環境保全課浦安市環境保全課
廣田 由紀江廣田 由紀江さんさん

つくだに工場見学協力者

　市の環境保全課では、学
校内外で、水・ごみ・
自然・エネルギーと
いった環境につい
て、体験しなが
ら考える環境教
育に取り組ん
でいます。
　環境学習
コーディネー
ターは、環境学
習の講師派遣
をはじめ、自ら
も講師を務め、子
どもたちの環境学
習を支えています。
　昨年度からは「環境
とわたしたちのつながり」
をテーマにした環境省のＥＳＤ
環境教育プログラムを入船小で
実施しています。

　市立幼稚園・認定こども
園・保育園や小学校で授業
をして、何年か経ってから
「白くま先生！」と声をかけ
られることがあります。おぼえ
ていてくれると嬉しいし、これか
らも関わった子どもたちと再会でき
るといいなと思います。
　子どもたちには環境について、体験をしながら気づいて、考
えてもらい、自分たちでもできることを自分たちで発見し、行
動してもらえるようにプログラムを実施しています。地球の
環境に失望しない未来を、子どもたちの手で築いていってほ
しいという願いを持って取り組んでいます。

インタビューインタビュー

環境学習コーディネーター

人人でで  はぐくむはぐくむ  浦安っ子浦安っ子

　授業、生活指導、環境整備などに関して、学校のニーズを把握して支援する活
動をして、５年目になります。具体的にはキャリア教育（職場体験先確保や講
演会講師紹介）、インターネット安全教室（生徒向け、保護者向けの講演会開
催）、花壇整備（地域との連携）などの支援を行っています。
　コーディネーターとしての一番の仕事は、学校のニーズを引き出すことだ
と思います。そのためには、困った時には何でも相談してもらえるような、
先生方との信頼関係が必要です。学校が困っていること、協力してほしいこ
とがわかれば、具体的な方法を考えて支援をすることができます。
　学校が好きで、先生方を応援したいという思いで活動しています。この活動に
よって、先生方と生徒たちが向き合う時間を増やしていただき、より充実した学
校生活にしてほしいと思います。生徒たちが大人になった時、学校時代が一番思い
出深かったと言ってもらえるように、これからも学校を支援していきたいです。

インタビューインタビュー

　市立幼稚園・認定こども園・保育園、小・中学校では、読み聞かせなどの学習
支援や施設の補修、花壇などの環境整備、通学路の見守りなど、多くの地域の方や
ＰＴＡがボランティアとしてその活動を支えています。学校支援コーディネーター

は、学校と学校を支援してくださる地域ボランティアをつな
ぎ、連絡、調整していく役割を担っています。

先生方を応援したい先生方を応援したい
という思いで活動という思いで活動

渡辺 伸子さん

学校支援コーディネーター

▲ 小学校３年生の工場
見学「いい匂い！」

▼ソーラークッカーで
　ポップコーンづくり

お父さんボランティアによ
る焼き芋パーティー（北部
認定こども園）。市内の教育
にはたくさんのボランティ
アの方が協力しています。
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探査研究」の体験を行い、子どもたちは目を輝かせながら学習に取り組んでいました。

うらやすこども大うらやすこども大学学11月７日
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講義していただいた
千葉工業大学

惑星探査研究センター
和田 豊先生の話

　子どもたちはみんな反応が
良くて、私自身楽しかった。
子どもたちには、何にでも興
味を持って、いろんな人の話
を聞いて、失敗を恐れず自分
の目標に向かって進んでいく
大人になってほしい。


